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２ 研究目的 

本研究では、有色ビーツ品種間の機能性成分を比較するとともに、ヒト

長期介入試験により降圧作用や抗肥満作用などの食品機能性の検証を行

い、国民の健康寿命延伸に資することを目的とする。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  有色ビーツ機能性成分の品種間比較 

有色ビーツ品種の塊根および部位、栽培方法の違い等による色素、

糖類、アミノ酸､ポリフェノール等機能性成分含量を比較分析する。 
（北海道大学農学研究院、帯広畜産大学） 

 

② ヒト長期介入試験による食品機能性解明 

ヒトを対象としたアカビーツの長期介入試験により、寒冷環境下

での血圧、皮膚血流、皮膚温度、代謝機能への影響を検証する。 
（北海道大学工学研究院） 

    

４ 今年度の目標 

ベタレイン色素または機能性成分を高蓄積するビーツ品種を選定し、

機能性成分の保持に適した保存方法、加工法を提案する。また、ヒト介入

試験により長期摂取による血流促進作用や代謝亢進作用を明らかにする。 

 

５ 期待される効果・貢献 

１）有色ビーツ等ベタレイン色素を含む高付加価値作物の作出 

２）ビーツ加工品および精製ベタレイン含有加工品の商品化と普及 

３）生活習慣病を予防・改善する機能性食品としての商品化と普及 

 
 



有色ビーツ含有成分の抽出加工法の開発と
ヒト介入試験による食品機能性の解明

○ 研究の目的（背景）

1) 有色ビーツ品種間や保存・加工方法による機能性
成分を比較

2) ヒト介入試験による血圧降下作用や肥満改善作用
などの食品機能性を明らかに

○ 期待される効果・貢献

○ 研究内容（実施体制）

○ 今年度の目標

超高齢化社会である我が国では、健康寿命の延長が重要課題
⇒ 機能性食品の活用が求められる

1) 有色ビーツ等ベタレイン色素を含む高付加価値作物の作出
2) ビーツ加工品、精製ベタレイン含有加工品の商品化・普及
3) 生活習慣病を改善する機能性食品としての商品化と普及

(北大工)

ヒトを対象とした長期介入試験による
血流促進および代謝亢進作用の検証

(北大農、帯畜大)
• 塊根、乾燥粉末処理によるアミノ酸、
糖質、脂肪酸、食物繊維組成解析

• ビーツ部位別のベタレイン色素精製

① 有色ビーツ機能性成分の品種間比較

② ヒト長期介入試験による食品機能性解明

• ベタレイン色素、機能性成分を高蓄積する品種を選定
• 機能性成分の保持に適した保存方法、加工法を提案
• ヒト介入試験により血流促進作用や代謝亢進作用を解明
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